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問
（
議
員
）
　
長
岡
京
市
新
庁
舎
等
建
設
工
事
実
施
設
計
の
概

要
版
で
は
、
建
設
事
業
費
等
で
合
計
１
０
８
・
７
億
円
が
示

さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
阪
急
長
岡
天
神
駅
周
辺
整
備
事
業
や

高
架
化
事
業
が
動
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
中
、
人
口
が
減
り

続
け
る
予
想
が
さ
れ
て
い
る
現
状
を
考
え
る
と
、
１
０
８
億

円
の
負
担
に
よ
っ
て
、
今
後
高
架
化
等
の
事
業
を
進
め
て
い

く
の
が
難
し
く
な
る
と
考
え
る
。
長
期
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
は
、
阪
急
長
岡
天
神
駅
周
辺
整
備
事
業
や
、
高
架
化
事

業
を
行
う
条
件
で
作
成
し
た
も
の
な
の
か
。
　
　
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
長
期
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、

新
庁
舎
の
建
設
工
事
に
係
る
費
用
を
踏
ま
え
、
試
算
し
、
見

通
し
を
立
て
て
い
る
。
な
お
、
阪
急
長
岡
天
神
駅
周
辺
整
備

事
業
や
高
架
化
事
業
の
事
業
費
は
、
現
時
点
で
精
査
中
で
あ

る
た
め
、
中
長
期
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
考
慮
し
て

い
な
い
が
、
今
後
も
国
庫
補
助
金
等
の
財
源
の
積
極
的
な
確

保
を
図
り
つ
つ
、
見
通
し
を
立
て
て
い
き
た
い
。
　
　
　
　

　

長期財政シミュレー
ションの試算条件は
会派に所属しない議員
小谷　宗太郎

一
般
質
問

問
（
議
員
）
　
災
害
時
の
要
配
慮
者
へ
の
支
援
は
、
行
政
が
す

べ
て
に
対
応
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
、
平
時
か
ら
地
域
で
ど

う
支
え
る
か
準
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
助
が

難
し
い
要
配
慮
者
に
と
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
つ
な
が
り

こ
そ
が
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
だ
と
い
え
る
。
車
で
の
移
動
で
し
か

避
難
で
き
な
い
要
配
慮
者
へ
の
支
援
や
連
携
は
、
ど
の
よ
う

に
し
て
い
る
の
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
避
難
所
へ
の
避
難
は
徒
歩
が
原
則
で
あ
る
が
、

車
で
の
移
動
し
か
で
き
な
い
要
配
慮
者
も
い
る
。
や
む
を
得

ず
車
を
利
用
す
る
場
合
は
、
避
難
所
で
あ
る
学
校
の
駐
車
場

を
利
用
し
て
い
る
。
そ
の
際
の
協
力
者
に
つ
い
て
、
あ
る
地

域
で
は
、
回
覧
板
で
災
害
時
に
声
掛
け
支
援
を
希
望
す
る
人

を
募
り
、
避
難
所
開
設
時
に
実
際
に
避
難
所
へ
車
で
送
り
届

け
た
と
い
う
事
例
も
あ
る
。
今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
要
配
慮

者
へ
の
支
援
の
仕
組
み
が
、
他
地
域
で
も
行
わ
れ
る
よ
う
自

主
防
災
会
等
と
連
携
を
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

災害時の要配慮者への
支援は
平成市民クラブ
寺嶋　智美

問
（
議
員
）
　
市
内
に
は
、
文
化
財
な
ど
の
施
設
や
多
く
の
歴

史
の
地
、
遺
跡
の
地
が
あ
り
、
い
に
し
え
の
歴
史
を
ほ
う
ふ

つ
と
さ
せ
る
。
大
河
ド
ラ
マ
「
麒
麟
が
く
る
」
放
映
の
年
に
、

文
化
財
施
設
関
連
の
周
遊
イ
ベ
ン
ト
「
ま
ち
な
か
博
」
や
、

歴
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
ま
ち
歩
き
も
実
施
さ
れ
る
。
こ
れ
ら

を
点
か
ら
線
に
、
多
く
の
線
を
糸
と
し
て
、
歴
史
、
観
光
関

連
団
体
、
企
業
等
を
ど
う
紡
い
で
い
く
の
か
。
　
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
大
河
ド
ラ
マ
「
麒
麟
が
く
る
」
の
放
映
は
、
本

市
の
歴
史
文
化
資
源
に
つ
い
て
の
広
報
と
、
観
光
客
誘
致
の

絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と
捉
え
、
こ
れ
ま
で
に
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
関
係
各
課
が
連
携
し
た
取
り
組

み
を
展
開
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
市
民
は
も
と
よ
り
、
観
光

事
業
者
や
企
業
等
、
地
域
総
が
か
り
で
の
取
り
組
み
を
展
開

し
て
い
く
た
め
、
令
和
２
年
度
か
ら
総
合
的
に
市
全
域
の
歴

史
文
化
財
の
保
存
活
用
を
図
る
長
岡
京
市
文
化
財
保
存
活
用

地
域
計
画
の
策
定
に
も
着
手
し
て
い
く
。
　
　
　
　
　
　
　

　

大河ドラマに合わせた
事業者等との連携は
平成自由クラブ
八木　浩 ■勝竜寺城公園

問
（
議
員
）
　
東
日
本
大
震
災
で
被
害
の
大
き
か
っ
た
地
域
で

は
、
地
震
発
生
後
の
情
報
入
手
手
段
が
少
な
く
、
多
く
の
地

域
で
唯
一
の
情
報
源
と
な
っ
た
ラ
ジ
オ
は
、
住
民
の
安
全
と

心
に
安
ら
ぎ
を
与
え
る
存
在
で
あ
っ
た
。
本
市
に
お
い
て
も
、

災
害
時
、
電
気
や
通
信
が
停
止
し
た
場
合
の
情
報
伝
達
手
段

の
充
実
を
図
る
た
め
、
自
動
起
動
の
防
災
ラ
ジ
オ
を
導
入
す

る
こ
と
は
、
市
民
の
命
を
守
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
　
　

答
（
市
側
）
　
災
害
関
連
情
報
を
市
民
へ
迅
速
か
つ
正
確
に
提

供
す
る
た
め
、
Ｆ
Ｍ
お
と
く
に
へ
の
緊
急
割
り
込
み
放
送
機

器
の
整
備
を
進
め
、
令
和
２
年
３
月
か
ら
放
送
が
可
能
と
な

っ
た
。
緊
急
時
に
自
動
起
動
ラ
ジ
オ
の
活
用
は
有
効
な
手
段

の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、
市
内
に
は
、
Ｆ
Ｍ
お
と
く
に
の

電
波
が
届
き
に
く
く
、
自
動
起
動
し
な
い
地
域
が
あ
る
こ
と

な
ど
の
課
題
が
あ
る
た
め
、
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。
ま

ず
は
、
災
害
時
に
Ｆ
Ｍ
お
と
く
に
を
聞
い
て
も
ら
え
る
よ
う

Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
き
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

自動起動の防災ラジオ
の導入を
公明党
山本　智

問
（
議
員
）
　
総
務
省
主
導
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
取

り
組
み
が
民
間
や
行
政
で
進
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景

を
踏
ま
え
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
、
時

と
場
所
を
選
ば
ず
、
簡
単
に
決
済
で
き
る
仕
組
み
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
と
、
行
政
内
部
の
効

率
化
を
同
時
に
実
現
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も
期
待
さ
れ
る
が
、

本
市
で
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
推
進
へ
の
考
え
は
ど
う
か
。

答
（
市
側
）
　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
利
用
は
、
利
便
性
の

高
さ
な
ど
か
ら
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
税
や
料
の
納
付
に
つ
い

て
は
、
従
来
か
ら
第
４
次
長
岡
京
市
行
財
政
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
に
基
づ
き
検
討
を
行
っ
て
お
り
、
令
和
３
年
４
月
を
目

途
に
市
税
、
国
民
健
康
保
険
料
、
保
育
料
、
上
下
水
道
料
金

等
を
対
象
と
し
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
電
子
決
済
を

導
入
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
使
用
料
、
手
数
料

等
に
つ
い
て
も
、
導
入
に
よ
る
利
便
性
の
向
上
や
効
率
化
、

コ
ス
ト
面
も
考
慮
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

　

キャッシュレス化推進
の方向性は
会派に所属しない議員
西條　利洋

問
（
議
員
）
　
ご
家
族
が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
、
精
神
的
に
も

辛
い
状
況
の
中
、
期
限
の
あ
る
手
続
き
な
ど
、
遺
族
は
膨
大

な
手
続
き
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
高
齢
化
社
会
で
窓

口
に
来
る
方
の
平
均
年
齢
も
上
昇
し
、
何
度
も
窓
口
を
行
き

来
し
、
書
類
を
書
く
作
業
は
負
担
が
大
き
い
。
遺
族
が
行
う

手
続
き
を
支
援
す
る
た
め
、
お
く
や
み
案
内
窓
口
の
設
置
や

必
要
な
手
続
き
を
ま
と
め
た
案
内
書
の
作
成
な
ど
、
遺
族
に

寄
り
添
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
　
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
現
庁
舎
で
の
新
た
な
専
用
窓
口
の
設
置
は
、
ス

ペ
ー
ス
的
に
困
難
で
あ
る
た
め
、
担
当
窓
口
を
案
内
す
る
な

ど
の
対
応
を
行
っ
て
い
る
。
新
庁
舎
建
設
後
は
、
ほ
と
ん
ど

の
手
続
き
が
一
階
、
二
階
に
集
約
さ
れ
、
ほ
ぼ
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
で
き
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
市
民
課

の
窓
口
で
必
要
な
手
続
き
の
一
覧
を
配
布
す
る
だ
け
で
な
く
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
や
市
役
所
以
外
で
の
必
要
な
手
続

き
に
つ
い
て
も
網
羅
し
た
案
内
書
の
作
成
を
考
え
て
い
る
。

　

おくやみ窓口の設置
に対する考えは
公明党
石井　啓子

　
３
月
定
例
会
で
は
、
20
名
の
議
員
が
行
政
全
般
に

つ
い
て
、
市
長
な
ど
の
執
行
機
関
に
対
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
質
問
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
そ
の
質
問
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

■キャッシュレス化の例■おくやみ窓口

■新庁舎建設予定地■要配慮者への支援を■自動起動の防災ラジオ

定例会や委員会等の開
催日程や、政務活動費、
調査研究の報告につい
ても掲載しています。

ライブ中継と録画の映
像を配信しています。
パソコンでアクセスし
てください。
※令和２年３月定例会
分からは、スマートフォ
ンからのアクセスも可
能となりました。

過去の会議録をデータ
ベース化しています。
気になる質問を簡単に
検索できます。

一般質問などの情報は
ホームページでも公開しています。

議会情報

議会の映像配信

会議録の検索

くわしくは でチェック長岡京市議会 検 索

子どもを安全に育てる環境に関してその他の
一般質問

路上喫煙の規制についてその他の
一般質問

就職氷河期世代の就労支援に関して／生ごみ
の減量に関して

その他の
一般質問

地域住民の生命を守る災害発生時の情報共有について／地域住
民のニーズに合わせた情報発信と行政サービスの提供について

その他の
一般質問

想定外の災害対策に関して／産業振興都市基
盤整備に関して

その他の
一般質問

長岡京市公共施設等再編整備構想について／
済生会病院の移転問題について

その他の
一般質問
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問
（
議
員
）
　
長
岡
京
市
新
庁
舎
等
建
設
工
事
実
施
設
計
の
概

要
版
で
は
、
建
設
事
業
費
等
で
合
計
１
０
８
・
７
億
円
が
示

さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
阪
急
長
岡
天
神
駅
周
辺
整
備
事
業
や

高
架
化
事
業
が
動
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
中
、
人
口
が
減
り

続
け
る
予
想
が
さ
れ
て
い
る
現
状
を
考
え
る
と
、
１
０
８
億

円
の
負
担
に
よ
っ
て
、
今
後
高
架
化
等
の
事
業
を
進
め
て
い

く
の
が
難
し
く
な
る
と
考
え
る
。
長
期
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
は
、
阪
急
長
岡
天
神
駅
周
辺
整
備
事
業
や
、
高
架
化
事

業
を
行
う
条
件
で
作
成
し
た
も
の
な
の
か
。
　
　
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
長
期
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、

新
庁
舎
の
建
設
工
事
に
係
る
費
用
を
踏
ま
え
、
試
算
し
、
見

通
し
を
立
て
て
い
る
。
な
お
、
阪
急
長
岡
天
神
駅
周
辺
整
備

事
業
や
高
架
化
事
業
の
事
業
費
は
、
現
時
点
で
精
査
中
で
あ

る
た
め
、
中
長
期
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
考
慮
し
て

い
な
い
が
、
今
後
も
国
庫
補
助
金
等
の
財
源
の
積
極
的
な
確

保
を
図
り
つ
つ
、
見
通
し
を
立
て
て
い
き
た
い
。
　
　
　
　

　

長期財政シミュレー
ションの試算条件は
会派に所属しない議員
小谷　宗太郎

一
般
質
問

問
（
議
員
）
　
災
害
時
の
要
配
慮
者
へ
の
支
援
は
、
行
政
が
す

べ
て
に
対
応
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
、
平
時
か
ら
地
域
で
ど

う
支
え
る
か
準
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
助
が

難
し
い
要
配
慮
者
に
と
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
つ
な
が
り

こ
そ
が
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
だ
と
い
え
る
。
車
で
の
移
動
で
し
か

避
難
で
き
な
い
要
配
慮
者
へ
の
支
援
や
連
携
は
、
ど
の
よ
う

に
し
て
い
る
の
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
避
難
所
へ
の
避
難
は
徒
歩
が
原
則
で
あ
る
が
、

車
で
の
移
動
し
か
で
き
な
い
要
配
慮
者
も
い
る
。
や
む
を
得

ず
車
を
利
用
す
る
場
合
は
、
避
難
所
で
あ
る
学
校
の
駐
車
場

を
利
用
し
て
い
る
。
そ
の
際
の
協
力
者
に
つ
い
て
、
あ
る
地

域
で
は
、
回
覧
板
で
災
害
時
に
声
掛
け
支
援
を
希
望
す
る
人

を
募
り
、
避
難
所
開
設
時
に
実
際
に
避
難
所
へ
車
で
送
り
届

け
た
と
い
う
事
例
も
あ
る
。
今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
要
配
慮

者
へ
の
支
援
の
仕
組
み
が
、
他
地
域
で
も
行
わ
れ
る
よ
う
自

主
防
災
会
等
と
連
携
を
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

災害時の要配慮者への
支援は
平成市民クラブ
寺嶋　智美

問
（
議
員
）
　
市
内
に
は
、
文
化
財
な
ど
の
施
設
や
多
く
の
歴

史
の
地
、
遺
跡
の
地
が
あ
り
、
い
に
し
え
の
歴
史
を
ほ
う
ふ

つ
と
さ
せ
る
。
大
河
ド
ラ
マ
「
麒
麟
が
く
る
」
放
映
の
年
に
、

文
化
財
施
設
関
連
の
周
遊
イ
ベ
ン
ト
「
ま
ち
な
か
博
」
や
、

歴
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
ま
ち
歩
き
も
実
施
さ
れ
る
。
こ
れ
ら

を
点
か
ら
線
に
、
多
く
の
線
を
糸
と
し
て
、
歴
史
、
観
光
関

連
団
体
、
企
業
等
を
ど
う
紡
い
で
い
く
の
か
。
　
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
大
河
ド
ラ
マ
「
麒
麟
が
く
る
」
の
放
映
は
、
本

市
の
歴
史
文
化
資
源
に
つ
い
て
の
広
報
と
、
観
光
客
誘
致
の

絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と
捉
え
、
こ
れ
ま
で
に
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
関
係
各
課
が
連
携
し
た
取
り
組

み
を
展
開
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
市
民
は
も
と
よ
り
、
観
光

事
業
者
や
企
業
等
、
地
域
総
が
か
り
で
の
取
り
組
み
を
展
開

し
て
い
く
た
め
、
令
和
２
年
度
か
ら
総
合
的
に
市
全
域
の
歴

史
文
化
財
の
保
存
活
用
を
図
る
長
岡
京
市
文
化
財
保
存
活
用

地
域
計
画
の
策
定
に
も
着
手
し
て
い
く
。
　
　
　
　
　
　
　

　

大河ドラマに合わせた
事業者等との連携は
平成自由クラブ
八木　浩 ■勝竜寺城公園

問
（
議
員
）
　
東
日
本
大
震
災
で
被
害
の
大
き
か
っ
た
地
域
で

は
、
地
震
発
生
後
の
情
報
入
手
手
段
が
少
な
く
、
多
く
の
地

域
で
唯
一
の
情
報
源
と
な
っ
た
ラ
ジ
オ
は
、
住
民
の
安
全
と

心
に
安
ら
ぎ
を
与
え
る
存
在
で
あ
っ
た
。
本
市
に
お
い
て
も
、

災
害
時
、
電
気
や
通
信
が
停
止
し
た
場
合
の
情
報
伝
達
手
段

の
充
実
を
図
る
た
め
、
自
動
起
動
の
防
災
ラ
ジ
オ
を
導
入
す

る
こ
と
は
、
市
民
の
命
を
守
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
　
　

答
（
市
側
）
　
災
害
関
連
情
報
を
市
民
へ
迅
速
か
つ
正
確
に
提

供
す
る
た
め
、
Ｆ
Ｍ
お
と
く
に
へ
の
緊
急
割
り
込
み
放
送
機

器
の
整
備
を
進
め
、
令
和
２
年
３
月
か
ら
放
送
が
可
能
と
な

っ
た
。
緊
急
時
に
自
動
起
動
ラ
ジ
オ
の
活
用
は
有
効
な
手
段

の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、
市
内
に
は
、
Ｆ
Ｍ
お
と
く
に
の

電
波
が
届
き
に
く
く
、
自
動
起
動
し
な
い
地
域
が
あ
る
こ
と

な
ど
の
課
題
が
あ
る
た
め
、
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。
ま

ず
は
、
災
害
時
に
Ｆ
Ｍ
お
と
く
に
を
聞
い
て
も
ら
え
る
よ
う

Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
き
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

自動起動の防災ラジオ
の導入を
公明党
山本　智

問
（
議
員
）
　
総
務
省
主
導
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
取

り
組
み
が
民
間
や
行
政
で
進
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景

を
踏
ま
え
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
、
時

と
場
所
を
選
ば
ず
、
簡
単
に
決
済
で
き
る
仕
組
み
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
と
、
行
政
内
部
の
効

率
化
を
同
時
に
実
現
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も
期
待
さ
れ
る
が
、

本
市
で
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
推
進
へ
の
考
え
は
ど
う
か
。

答
（
市
側
）
　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
利
用
は
、
利
便
性
の

高
さ
な
ど
か
ら
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
税
や
料
の
納
付
に
つ
い

て
は
、
従
来
か
ら
第
４
次
長
岡
京
市
行
財
政
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
に
基
づ
き
検
討
を
行
っ
て
お
り
、
令
和
３
年
４
月
を
目

途
に
市
税
、
国
民
健
康
保
険
料
、
保
育
料
、
上
下
水
道
料
金

等
を
対
象
と
し
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
電
子
決
済
を

導
入
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
使
用
料
、
手
数
料

等
に
つ
い
て
も
、
導
入
に
よ
る
利
便
性
の
向
上
や
効
率
化
、

コ
ス
ト
面
も
考
慮
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

　

キャッシュレス化推進
の方向性は
会派に所属しない議員
西條　利洋

問
（
議
員
）
　
ご
家
族
が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
、
精
神
的
に
も

辛
い
状
況
の
中
、
期
限
の
あ
る
手
続
き
な
ど
、
遺
族
は
膨
大

な
手
続
き
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
高
齢
化
社
会
で
窓

口
に
来
る
方
の
平
均
年
齢
も
上
昇
し
、
何
度
も
窓
口
を
行
き

来
し
、
書
類
を
書
く
作
業
は
負
担
が
大
き
い
。
遺
族
が
行
う

手
続
き
を
支
援
す
る
た
め
、
お
く
や
み
案
内
窓
口
の
設
置
や

必
要
な
手
続
き
を
ま
と
め
た
案
内
書
の
作
成
な
ど
、
遺
族
に

寄
り
添
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
　
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
現
庁
舎
で
の
新
た
な
専
用
窓
口
の
設
置
は
、
ス

ペ
ー
ス
的
に
困
難
で
あ
る
た
め
、
担
当
窓
口
を
案
内
す
る
な

ど
の
対
応
を
行
っ
て
い
る
。
新
庁
舎
建
設
後
は
、
ほ
と
ん
ど

の
手
続
き
が
一
階
、
二
階
に
集
約
さ
れ
、
ほ
ぼ
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
で
き
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
市
民
課

の
窓
口
で
必
要
な
手
続
き
の
一
覧
を
配
布
す
る
だ
け
で
な
く
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
や
市
役
所
以
外
で
の
必
要
な
手
続

き
に
つ
い
て
も
網
羅
し
た
案
内
書
の
作
成
を
考
え
て
い
る
。

　

おくやみ窓口の設置
に対する考えは
公明党
石井　啓子

　
３
月
定
例
会
で
は
、
20
名
の
議
員
が
行
政
全
般
に

つ
い
て
、
市
長
な
ど
の
執
行
機
関
に
対
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
質
問
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
そ
の
質
問
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

■キャッシュレス化の例■おくやみ窓口

■新庁舎建設予定地■要配慮者への支援を■自動起動の防災ラジオ

定例会や委員会等の開
催日程や、政務活動費、
調査研究の報告につい
ても掲載しています。

ライブ中継と録画の映
像を配信しています。
パソコンでアクセスし
てください。
※令和２年３月定例会
分からは、スマートフォ
ンからのアクセスも可
能となりました。

過去の会議録をデータ
ベース化しています。
気になる質問を簡単に
検索できます。

一般質問などの情報は
ホームページでも公開しています。

議会情報

議会の映像配信

会議録の検索

くわしくは でチェック長岡京市議会 検 索

子どもを安全に育てる環境に関してその他の
一般質問

路上喫煙の規制についてその他の
一般質問

就職氷河期世代の就労支援に関して／生ごみ
の減量に関して

その他の
一般質問

地域住民の生命を守る災害発生時の情報共有について／地域住
民のニーズに合わせた情報発信と行政サービスの提供について

その他の
一般質問

想定外の災害対策に関して／産業振興都市基
盤整備に関して

その他の
一般質問

長岡京市公共施設等再編整備構想について／
済生会病院の移転問題について

その他の
一般質問



長岡京市議会だより　No.230 12長岡京市議会だより　No.23013

問
（
議
員
）
　
済
生
会
京
都
府
病
院
移
転
後
の
跡
地
は
、
新
病

院
建
設
支
援
の
財
源
と
す
る
べ
く
、
市
に
返
還
後
、
土
地
の

売
却
を
予
定
し
て
い
る
。
一
方
、
建
物
は
病
院
の
所
有
で
あ

り
、
現
在
、
京
都
府
と
病
院
が
、
老
朽
化
に
よ
る
建
て
替
え

を
予
定
し
て
い
る
向
日
が
丘
支
援
学
校
の
仮
校
舎
と
し
て
、

活
用
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。
仮
校
舎
と
し
て
活
用
し

た
場
合
、
数
年
間
は
土
地
の
売
却
が
で
き
な
い
。
現
段
階
で

の
市
に
お
け
る
検
討
状
況
は
ど
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
本
市
と
し
て
は
、
向
日
が
丘
支
援
学
校
の
建
て

替
え
に
お
い
て
、
工
事
期
間
中
の
騒
音
や
振
動
な
ど
が
児
童

・
生
徒
へ
与
え
る
影
響
な
ど
を
考
え
た
と
き
、
現
病
院
を
仮

校
舎
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
。
ま
た
、
共
生

型
福
祉
施
設
構
想
を
推
進
し
て
い
く
う
え
で
も
、
前
向
き
に

受
け
と
め
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
京
都
府
、
済
生
会
京
都
府

病
院
と
と
も
に
、
現
病
院
の
建
物
を
仮
校
舎
と
し
て
活
用
し

て
い
く
こ
と
を
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。
　
　
　
　

　

済生会京都府病院の
移転後の利活用は
平成西山クラブ
上村　真造

問
（
議
員
）
　
一
般
廃
棄
物
処
理
計
画
改
訂
版
で
は
、
ご
み
の

減
量
が
緩
や
か
な
減
少
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
や
、
可
燃

ご
み
に
資
源
化
可
能
ご
み
が
混
入
し
て
い
る
と
あ
る
が
、
こ

の
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
と
分
析
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
ご

み
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
に
必
要
な
課
題
の
う
ち
、
排
出
抑
制

・
収
集
運
搬
体
制
・
中
間
処
理
の
３
つ
を
具
体
化
し
、
市
民

に
説
明
を
徹
底
す
れ
ば
、
ご
み
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
目
標

は
実
現
で
き
る
と
確
信
す
る
。
市
の
今
後
の
取
り
組
み
と
、

指
定
ご
み
袋
制
度
取
り
や
め
の
考
え
は
な
い
か
。
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
ご
み
の
排
出
量
が
緩
や
か
な
減
量
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
理
由
は
、
ご
み
の
中
に
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
も
の
が

33
％
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
原
因
は
、
中
身
の

見
え
な
い
袋
に
よ
る
分
別
精
度
の
低
下
が
考
え
ら
れ
る
。
今

後
は
、
資
源
化
可
能
な
も
の
を
さ
ら
に
分
別
を
徹
底
す
る
こ

と
で
ご
み
の
減
量
を
図
り
、
指
定
ご
み
袋
制
度
は
有
効
で
あ

る
た
め
、
取
り
や
め
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
　
　
　
　

　

ごみ減量への今後の
計画は
日本共産党
浜野　利夫

問
（
議
員
）
　
中
小
企
業
振
興
条
例
は
、
条
例
を
つ
く
る
こ
と

で
、
市
民
の
理
解
と
協
力
を
得
て
、
地
域
ぐ
る
み
で
、
地
域

の
中
小
企
業
を
支
援
し
励
ま
す
こ
と
だ
と
考
え
る
。
本
市
の

現
状
と
課
題
を
捉
え
た
う
え
で
、
課
題
解
決
の
た
め
の
取
り

組
み
を
行
う
根
拠
と
な
る
も
の
が
条
例
で
あ
る
。
商
工
会
員

や
市
民
等
も
含
め
た
地
域
に
遍
在
す
る
多
彩
な
プ
レ
ー
ヤ
ー

に
も
力
を
発
揮
し
て
も
ら
い
、
自
由
な
発
想
で
作
り
上
げ
る

こ
と
が
条
例
化
へ
の
機
運
を
高
め
る
こ
と
に
な
り
、
そ
う
い

う
場
を
つ
く
る
こ
と
が
市
の
役
割
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
（
市
側
）
　
中
小
企
業
振
興
条
例
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

事
業
者
が
主
体
的
に
考
え
、
市
民
も
参
加
し
、
自
由
な
発
想

で
話
し
合
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
事
業
者
に
よ
っ
て
条
例

を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
と
い
う
機
運
を
醸
成
す
る
場
を
６
月

に
開
催
で
き
る
よ
う
、
商
工
会
が
中
心
と
な
り
、
検
討
準
備

会
で
準
備
し
て
い
る
。
そ
こ
で
の
意
見
や
課
題
等
を
検
討
準

備
会
で
分
析
・
評
価
し
、
今
後
の
議
論
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　

中小企業振興条例制定
への機運づくりの場を
日本共産党
広垣　栄治

問
（
議
員
）
　
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
今
後
10
年
間
に
発

生
す
る
可
能
性
の
高
い
リ
ス
ク
上
位
５
位
を
、
異
常
気
象
、

気
候
変
動
の
緩
和
・
適
応
の
失
敗
、
自
然
災
害
、
生
物
多
様

性
の
喪
失
と
生
態
系
の
崩
壊
、
人
為
的
な
環
境
災
害
と
し
た
。

気
候
危
機
は
、
経
済
活
動
の
土
台
そ
の
も
の
へ
の
脅
威
と
認

識
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
を
受
け
、
京
都

府
で
は
、
府
内
か
ら
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
２
０
５

０
年
度
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す
方
針
が
示
さ
れ
た
。
本
市
に
お

い
て
も
、
環
境
施
策
の
転
換
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
（
市
側
）
　
本
市
で
は
、
令
和
２
年
度
以
降
、
次
期
環
境
基

本
計
画
策
定
に
向
け
て
生
活
環
境
審
議
会
で
の
専
門
的
な
議

論
や
意
見
を
い
た
だ
く
予
定
と
し
て
い
る
。
気
候
変
動
問
題

の
解
決
の
た
め
に
、
気
候
変
動
の
緩
和
策
・
適
応
策
の
視
点

を
環
境
関
連
部
局
だ
け
で
な
く
、
各
分
野
・
各
施
策
に
早
急

に
反
映
し
、
２
０
５
０
年
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
達
成
に

向
け
て
決
意
を
新
た
に
歩
み
を
進
め
た
い
。
　
　
　
　
　
　

　

環境施策の今後は

輝（かがやき）
宮小路　康文

問
（
議
員
）
　
持
続
可
能
な
開
発
目
標
で
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
国

連
で
採
択
さ
れ
て
５
年
、
国
内
で
達
成
に
向
け
た
活
動
が
本

格
化
し
て
い
る
。
政
府
で
は
、
具
体
的
な
取
り
組
み
を
ま
と

め
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
２
０
２
０
が
昨
年
末
に

策
定
さ
れ
た
。
本
市
で
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
は
総
合
計
画
等

で
展
開
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
状

況
や
、
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
の
考
え
は
ど
う
か
。
　
　
　

答
（
市
側
）
　
本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
持
続
的
に
発
展
す
る

ま
ち
を
目
指
し
、
第
４
次
総
合
計
画
第
１
期
基
本
計
画
で
設

定
し
た
環
境
共
生
、
循
環
型
社
会
、
人
権
、
こ
ど
も
を
柱
と

し
た
教
育
環
境
の
充
実
な
ど
、
多
く
の
分
野
や
施
策
で
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
や
目
標
と
共
通
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
。
ま
た
、
現
在
策
定
作
業
中
の
第
４
次
総
合
計
画
第
２
期

基
本
計
画
で
は
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

た
め
の
横
断
的
な
視
点
と
し
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
方
を
取

り
入
れ
て
い
く
方
向
で
検
討
を
進
め
て
い
る
。
　
　
　
　
　

　

ＳＤＧｓの今後の
展開は
輝（かがやき）
綿谷　正已

問
（
議
員
）
　
本
市
で
は
、
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
、
基
本
構

想
、
基
本
計
画
、
基
本
設
計
と
順
調
に
検
討
を
進
め
て
こ
ら

れ
、
間
も
な
く
実
施
設
計
が
完
成
す
る
見
込
み
と
聞
く
。
令

和
２
年
度
に
は
、
施
工
業
者
の
選
定
を
経
て
、
工
事
に
着
手

し
て
い
く
段
階
で
あ
る
が
、
施
工
業
者
の
選
定
方
法
と
今
後

の
予
定
に
つ
い
て
の
考
え
は
ど
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
建
設
工
事
の
入
札
方
式
に
関
し
て
は
、
工
期
の

長
さ
、
工
程
の
複
雑
性
、
工
事
内
容
の
特
殊
性
な
ど
か
ら
、

技
術
面
の
提
案
内
容
を
価
格
と
合
わ
せ
て
評
価
が
で
き
る
総

合
評
価
方
式
を
採
用
す
る
こ
と
と
し
た
。
令
和
２
年
度
の
早

い
時
期
に
は
、
複
数
名
の
学
識
者
に
参
画
い
た
だ
き
新
庁
舎

工
事
に
お
け
る
事
業
者
の
評
価
委
員
会
を
設
け
る
予
定
で
あ

る
。
そ
の
中
で
品
質
管
理
や
安
全
対
策
、
地
元
地
域
へ
の
貢

献
と
い
っ
た
面
を
含
め
た
評
価
項
目
や
配
点
を
決
定
し
た
後
、

事
業
者
の
募
集
、
評
価
を
行
い
、
事
業
者
を
仮
決
定
し
た
う

え
で
、
令
和
２
年
９
月
の
議
会
に
提
案
し
た
い
。

新庁舎建設の施工業者
選定と今後の予定は
平成市民クラブ
三木　常照 ■環境施策の転換を■条例化への機運づくりを■ＳＤＧｓのマーク■新庁舎のイメージ図

■向日が丘支援学校 ■指定ごみ袋のサンプル

問
（
議
員
）
　
本
市
に
お
け
る
農
業
後
継
者
や
担
い
手
確
保
の

課
題
は
、
農
家
だ
け
で
な
く
、
本
市
の
魅
力
で
あ
る
都
市
と

田
園
の
調
和
し
た
空
間
の
確
保
、
緑
地
の
保
全
、
自
然
災
害

時
の
防
災
機
能
な
ど
の
課
題
に
も
つ
な
が
る
重
要
な
も
の
と

考
え
る
。
農
家
の
高
齢
化
が
進
む
中
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を

考
え
て
い
る
の
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
地
域
の
後
継
者
や
新
規
就
農
者
の
育
成
の
た
め

に
、
就
農
研
修
生
を
農
業
応
援
者
と
し
て
派
遣
す
る
仕
組
み

や
、
地
域
の
農
家
が
指
導
者
と
な
り
育
成
す
る
仕
組
み
づ
く

り
な
ど
が
必
要
と
考
え
る
。
ま
た
、
市
街
化
区
域
内
に
は
、

農
地
を
貸
し
た
い
農
家
が
相
当
数
お
ら
れ
る
た
め
、
市
実
施

の
農
地
銀
行
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
進
め
、
農
地
の
借
り
手

と
貸
し
手
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
と
と
も
に
、
農
園
体
験
や

貸
し
農
園
の
経
営
な
ど
を
推
奨
し
て
い
く
必
要
も
あ
る
と
考

え
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
農
家
の
状
況
や
経
営
形
態
に
寄
り
添
っ

た
支
援
や
施
策
の
実
施
が
重
要
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　

　

農業後継者・担い手
確保に向けて
平成自由クラブ
小野　洋史 ■農業後継者の確保を

新型コロナウイルスについてその他の
一般質問税、行政サービスの多様な支払い方法についてその他の

一般質問都心ゾーン地区都市再生整備計画に関してその他の
一般質問

新年度予算案は、市長表明の「8 万市民の生活安定確保が最優先」「ワンランク上の子育て」の
政治姿勢と具体的施策が貫かれているか／「上下水道ビジョン」は、市民生活最優先の計画か

その他の
一般質問

道の駅的施設についてその他の
一般質問

道の駅的施設に関してその他の
一般質問

～この言葉ってどういう意味？～
語句解説コーナー

Sustainable Development Goalsの略称で、2015
年9月の国連サミットで採択された2030年までに持続
可能でよりよい世界を目指す国際目標です。17のゴー
ル・169のターゲットから構成され、地球上の「誰一
人取り残さない」ことを誓っています。
発展途上国のみならず、先進国も取り組む普遍的なも
のであり、日本も積極的に取り組んでいます。

レスパイト・ケア

ＳＤＧｓ（持続的な開発目標）

在宅介護の要介護状態の方（利用者）が、福祉サービ
スなどを利用している間、介護をしている家族などが
一時的に介護から解放され、休息をとれるようにする
支援のことです。

ゼロカーボンシティ
自治体が、2050 年までに二酸化炭素排出量実質ゼロ
を目指すための取り組みを表明することです。令和 2
年 4 月 1 日時点で、全国で 89 の自治体が表明をして
います。
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問
（
議
員
）
　
済
生
会
京
都
府
病
院
移
転
後
の
跡
地
は
、
新
病

院
建
設
支
援
の
財
源
と
す
る
べ
く
、
市
に
返
還
後
、
土
地
の

売
却
を
予
定
し
て
い
る
。
一
方
、
建
物
は
病
院
の
所
有
で
あ

り
、
現
在
、
京
都
府
と
病
院
が
、
老
朽
化
に
よ
る
建
て
替
え

を
予
定
し
て
い
る
向
日
が
丘
支
援
学
校
の
仮
校
舎
と
し
て
、

活
用
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。
仮
校
舎
と
し
て
活
用
し

た
場
合
、
数
年
間
は
土
地
の
売
却
が
で
き
な
い
。
現
段
階
で

の
市
に
お
け
る
検
討
状
況
は
ど
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
本
市
と
し
て
は
、
向
日
が
丘
支
援
学
校
の
建
て

替
え
に
お
い
て
、
工
事
期
間
中
の
騒
音
や
振
動
な
ど
が
児
童

・
生
徒
へ
与
え
る
影
響
な
ど
を
考
え
た
と
き
、
現
病
院
を
仮

校
舎
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
。
ま
た
、
共
生

型
福
祉
施
設
構
想
を
推
進
し
て
い
く
う
え
で
も
、
前
向
き
に

受
け
と
め
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
京
都
府
、
済
生
会
京
都
府

病
院
と
と
も
に
、
現
病
院
の
建
物
を
仮
校
舎
と
し
て
活
用
し

て
い
く
こ
と
を
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。
　
　
　
　

　

済生会京都府病院の
移転後の利活用は
平成西山クラブ
上村　真造

問
（
議
員
）
　
一
般
廃
棄
物
処
理
計
画
改
訂
版
で
は
、
ご
み
の

減
量
が
緩
や
か
な
減
少
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
や
、
可
燃

ご
み
に
資
源
化
可
能
ご
み
が
混
入
し
て
い
る
と
あ
る
が
、
こ

の
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
と
分
析
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
ご

み
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
に
必
要
な
課
題
の
う
ち
、
排
出
抑
制

・
収
集
運
搬
体
制
・
中
間
処
理
の
３
つ
を
具
体
化
し
、
市
民

に
説
明
を
徹
底
す
れ
ば
、
ご
み
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
目
標

は
実
現
で
き
る
と
確
信
す
る
。
市
の
今
後
の
取
り
組
み
と
、

指
定
ご
み
袋
制
度
取
り
や
め
の
考
え
は
な
い
か
。
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
ご
み
の
排
出
量
が
緩
や
か
な
減
量
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
理
由
は
、
ご
み
の
中
に
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
も
の
が

33
％
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
原
因
は
、
中
身
の

見
え
な
い
袋
に
よ
る
分
別
精
度
の
低
下
が
考
え
ら
れ
る
。
今

後
は
、
資
源
化
可
能
な
も
の
を
さ
ら
に
分
別
を
徹
底
す
る
こ

と
で
ご
み
の
減
量
を
図
り
、
指
定
ご
み
袋
制
度
は
有
効
で
あ

る
た
め
、
取
り
や
め
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
　
　
　
　

　

ごみ減量への今後の
計画は
日本共産党
浜野　利夫

問
（
議
員
）
　
中
小
企
業
振
興
条
例
は
、
条
例
を
つ
く
る
こ
と

で
、
市
民
の
理
解
と
協
力
を
得
て
、
地
域
ぐ
る
み
で
、
地
域

の
中
小
企
業
を
支
援
し
励
ま
す
こ
と
だ
と
考
え
る
。
本
市
の

現
状
と
課
題
を
捉
え
た
う
え
で
、
課
題
解
決
の
た
め
の
取
り

組
み
を
行
う
根
拠
と
な
る
も
の
が
条
例
で
あ
る
。
商
工
会
員

や
市
民
等
も
含
め
た
地
域
に
遍
在
す
る
多
彩
な
プ
レ
ー
ヤ
ー

に
も
力
を
発
揮
し
て
も
ら
い
、
自
由
な
発
想
で
作
り
上
げ
る

こ
と
が
条
例
化
へ
の
機
運
を
高
め
る
こ
と
に
な
り
、
そ
う
い

う
場
を
つ
く
る
こ
と
が
市
の
役
割
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
（
市
側
）
　
中
小
企
業
振
興
条
例
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

事
業
者
が
主
体
的
に
考
え
、
市
民
も
参
加
し
、
自
由
な
発
想

で
話
し
合
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
事
業
者
に
よ
っ
て
条
例

を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
と
い
う
機
運
を
醸
成
す
る
場
を
６
月

に
開
催
で
き
る
よ
う
、
商
工
会
が
中
心
と
な
り
、
検
討
準
備

会
で
準
備
し
て
い
る
。
そ
こ
で
の
意
見
や
課
題
等
を
検
討
準

備
会
で
分
析
・
評
価
し
、
今
後
の
議
論
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　

中小企業振興条例制定
への機運づくりの場を
日本共産党
広垣　栄治

問
（
議
員
）
　
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
今
後
10
年
間
に
発

生
す
る
可
能
性
の
高
い
リ
ス
ク
上
位
５
位
を
、
異
常
気
象
、

気
候
変
動
の
緩
和
・
適
応
の
失
敗
、
自
然
災
害
、
生
物
多
様

性
の
喪
失
と
生
態
系
の
崩
壊
、
人
為
的
な
環
境
災
害
と
し
た
。

気
候
危
機
は
、
経
済
活
動
の
土
台
そ
の
も
の
へ
の
脅
威
と
認

識
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
を
受
け
、
京
都

府
で
は
、
府
内
か
ら
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
２
０
５

０
年
度
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す
方
針
が
示
さ
れ
た
。
本
市
に
お

い
て
も
、
環
境
施
策
の
転
換
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
（
市
側
）
　
本
市
で
は
、
令
和
２
年
度
以
降
、
次
期
環
境
基

本
計
画
策
定
に
向
け
て
生
活
環
境
審
議
会
で
の
専
門
的
な
議

論
や
意
見
を
い
た
だ
く
予
定
と
し
て
い
る
。
気
候
変
動
問
題

の
解
決
の
た
め
に
、
気
候
変
動
の
緩
和
策
・
適
応
策
の
視
点

を
環
境
関
連
部
局
だ
け
で
な
く
、
各
分
野
・
各
施
策
に
早
急

に
反
映
し
、
２
０
５
０
年
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
達
成
に

向
け
て
決
意
を
新
た
に
歩
み
を
進
め
た
い
。
　
　
　
　
　
　

　

環境施策の今後は

輝（かがやき）
宮小路　康文

問
（
議
員
）
　
持
続
可
能
な
開
発
目
標
で
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
国

連
で
採
択
さ
れ
て
５
年
、
国
内
で
達
成
に
向
け
た
活
動
が
本

格
化
し
て
い
る
。
政
府
で
は
、
具
体
的
な
取
り
組
み
を
ま
と

め
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
２
０
２
０
が
昨
年
末
に

策
定
さ
れ
た
。
本
市
で
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
は
総
合
計
画
等

で
展
開
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
状

況
や
、
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
の
考
え
は
ど
う
か
。
　
　
　

答
（
市
側
）
　
本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
持
続
的
に
発
展
す
る

ま
ち
を
目
指
し
、
第
４
次
総
合
計
画
第
１
期
基
本
計
画
で
設

定
し
た
環
境
共
生
、
循
環
型
社
会
、
人
権
、
こ
ど
も
を
柱
と

し
た
教
育
環
境
の
充
実
な
ど
、
多
く
の
分
野
や
施
策
で
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
や
目
標
と
共
通
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
。
ま
た
、
現
在
策
定
作
業
中
の
第
４
次
総
合
計
画
第
２
期

基
本
計
画
で
は
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

た
め
の
横
断
的
な
視
点
と
し
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
方
を
取

り
入
れ
て
い
く
方
向
で
検
討
を
進
め
て
い
る
。
　
　
　
　
　

　

ＳＤＧｓの今後の
展開は
輝（かがやき）
綿谷　正已

問
（
議
員
）
　
本
市
で
は
、
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
、
基
本
構

想
、
基
本
計
画
、
基
本
設
計
と
順
調
に
検
討
を
進
め
て
こ
ら

れ
、
間
も
な
く
実
施
設
計
が
完
成
す
る
見
込
み
と
聞
く
。
令

和
２
年
度
に
は
、
施
工
業
者
の
選
定
を
経
て
、
工
事
に
着
手

し
て
い
く
段
階
で
あ
る
が
、
施
工
業
者
の
選
定
方
法
と
今
後

の
予
定
に
つ
い
て
の
考
え
は
ど
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
建
設
工
事
の
入
札
方
式
に
関
し
て
は
、
工
期
の

長
さ
、
工
程
の
複
雑
性
、
工
事
内
容
の
特
殊
性
な
ど
か
ら
、

技
術
面
の
提
案
内
容
を
価
格
と
合
わ
せ
て
評
価
が
で
き
る
総

合
評
価
方
式
を
採
用
す
る
こ
と
と
し
た
。
令
和
２
年
度
の
早

い
時
期
に
は
、
複
数
名
の
学
識
者
に
参
画
い
た
だ
き
新
庁
舎

工
事
に
お
け
る
事
業
者
の
評
価
委
員
会
を
設
け
る
予
定
で
あ

る
。
そ
の
中
で
品
質
管
理
や
安
全
対
策
、
地
元
地
域
へ
の
貢

献
と
い
っ
た
面
を
含
め
た
評
価
項
目
や
配
点
を
決
定
し
た
後
、

事
業
者
の
募
集
、
評
価
を
行
い
、
事
業
者
を
仮
決
定
し
た
う

え
で
、
令
和
２
年
９
月
の
議
会
に
提
案
し
た
い
。

新庁舎建設の施工業者
選定と今後の予定は
平成市民クラブ
三木　常照 ■環境施策の転換を■条例化への機運づくりを■ＳＤＧｓのマーク■新庁舎のイメージ図

■向日が丘支援学校 ■指定ごみ袋のサンプル

問
（
議
員
）
　
本
市
に
お
け
る
農
業
後
継
者
や
担
い
手
確
保
の

課
題
は
、
農
家
だ
け
で
な
く
、
本
市
の
魅
力
で
あ
る
都
市
と

田
園
の
調
和
し
た
空
間
の
確
保
、
緑
地
の
保
全
、
自
然
災
害

時
の
防
災
機
能
な
ど
の
課
題
に
も
つ
な
が
る
重
要
な
も
の
と

考
え
る
。
農
家
の
高
齢
化
が
進
む
中
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を

考
え
て
い
る
の
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
地
域
の
後
継
者
や
新
規
就
農
者
の
育
成
の
た
め

に
、
就
農
研
修
生
を
農
業
応
援
者
と
し
て
派
遣
す
る
仕
組
み

や
、
地
域
の
農
家
が
指
導
者
と
な
り
育
成
す
る
仕
組
み
づ
く

り
な
ど
が
必
要
と
考
え
る
。
ま
た
、
市
街
化
区
域
内
に
は
、

農
地
を
貸
し
た
い
農
家
が
相
当
数
お
ら
れ
る
た
め
、
市
実
施

の
農
地
銀
行
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
進
め
、
農
地
の
借
り
手

と
貸
し
手
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
と
と
も
に
、
農
園
体
験
や

貸
し
農
園
の
経
営
な
ど
を
推
奨
し
て
い
く
必
要
も
あ
る
と
考

え
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
農
家
の
状
況
や
経
営
形
態
に
寄
り
添
っ

た
支
援
や
施
策
の
実
施
が
重
要
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　

　

農業後継者・担い手
確保に向けて
平成自由クラブ
小野　洋史 ■農業後継者の確保を

新型コロナウイルスについてその他の
一般質問税、行政サービスの多様な支払い方法についてその他の

一般質問都心ゾーン地区都市再生整備計画に関してその他の
一般質問

新年度予算案は、市長表明の「8 万市民の生活安定確保が最優先」「ワンランク上の子育て」の
政治姿勢と具体的施策が貫かれているか／「上下水道ビジョン」は、市民生活最優先の計画か

その他の
一般質問

道の駅的施設についてその他の
一般質問

道の駅的施設に関してその他の
一般質問

～この言葉ってどういう意味？～
語句解説コーナー

Sustainable Development Goalsの略称で、2015
年9月の国連サミットで採択された2030年までに持続
可能でよりよい世界を目指す国際目標です。17のゴー
ル・169のターゲットから構成され、地球上の「誰一
人取り残さない」ことを誓っています。
発展途上国のみならず、先進国も取り組む普遍的なも
のであり、日本も積極的に取り組んでいます。

レスパイト・ケア

ＳＤＧｓ（持続的な開発目標）

在宅介護の要介護状態の方（利用者）が、福祉サービ
スなどを利用している間、介護をしている家族などが
一時的に介護から解放され、休息をとれるようにする
支援のことです。

ゼロカーボンシティ
自治体が、2050 年までに二酸化炭素排出量実質ゼロ
を目指すための取り組みを表明することです。令和 2
年 4 月 1 日時点で、全国で 89 の自治体が表明をして
います。
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問
（
議
員
）
　
現
在
、
乙
訓
圏
域
に
は
、
障
が
い
者
の
入
所
施

設
は
１
か
所
し
か
な
く
、
遠
方
の
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
る

方
も
い
る
。
国
は
、
施
設
か
ら
在
宅
へ
の
移
行
を
進
め
て
い

る
が
、
常
に
介
護
が
必
要
な
人
を
介
護
で
き
る
ヘ
ル
パ
ー
が

不
足
し
、
本
人
も
家
族
も
高
齢
化
が
進
む
中
、
身
体
・
知
的

障
が
い
者
の
入
所
施
設
を
近
く
に
作
っ
て
ほ
し
い
と
の
声
を

聞
く
。
市
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
応
え
て
い
く
の
か
。
　
　

答
（
市
側
）
　
国
に
お
い
て
は
、
障
が
い
者
自
立
支
援
の
観
点

か
ら
、
入
所
施
設
か
ら
地
域
生
活
へ
の
移
行
を
進
め
て
い
る
。

本
市
で
も
、
共
生
型
福
祉
施
設
構
想
・
基
本
計
画
に
お
い
て

想
定
さ
れ
る
施
設
と
し
て
、
重
度
の
心
身
障
が
い
の
方
に
も

対
応
で
き
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
を
掲
げ
て
お
り
、
京
都

府
と
連
携
し
な
が
ら
構
想
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

る
。
障
が
い
の
あ
る
方
の
希
望
す
る
地
域
生
活
の
実
現
や
、

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
提
供
体
制
の
充
実
に
向
け
て

引
き
続
き
努
め
て
い
き
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

障がい者入所施設増設
への考えは
日本共産党
住田　初恵

問
（
議
員
）
　
滋
賀
県
野
洲
市
で
は
、
く
ら
し
支
え
あ
い
条
例

を
制
定
し
、
市
は
、
そ
の
組
織
及
び
機
能
の
全
て
を
上
げ
て

生
活
困
窮
者
等
の
発
見
に
努
め
、
そ
の
生
活
上
の
諸
課
題
の

解
決
を
図
り
、
生
活
の
安
定
確
保
を
図
る
と
規
定
さ
れ
て
い

る
。
本
市
で
も
、
野
洲
市
の
条
例
の
よ
う
な
、
生
活
困
窮
者

を
支
え
る
明
確
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
仕
組
み
を
打
ち
出
し
、
発

信
し
て
ほ
し
い
と
思
う
が
ど
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
生
活
困
窮
者
を
支
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、

そ
こ
か
ら
抜
け
出
す
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
こ
と
が
行
政

の
重
要
な
役
割
で
あ
る
。
生
活
困
窮
の
状
況
や
原
因
は
、
非

常
に
複
雑
、
多
様
な
た
め
、
個
々
に
応
じ
た
き
め
細
か
い
対

応
と
、
そ
う
し
た
状
況
の
拾
い
上
げ
が
大
切
で
あ
り
、
専
門

的
支
援
の
強
化
、
相
談
支
援
体
制
の
拡
充
等
を
し
て
い
る
。

周
知
は
こ
れ
ま
で
も
し
て
き
た
が
、
メ
ー
ル
等
の
電
子
ツ
ー

ル
を
活
用
し
た
相
談
受
付
を
導
入
す
る
な
ど
、
市
民
に
身
近

で
利
用
し
や
す
く
な
る
た
め
の
啓
発
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

生活困窮者を支える
仕組みの発信を
日本共産党
小原　明大

問
（
議
員
）
　
市
内
の
中
小
企
業
は
自
ら
の
経
営
を
何
と
か
維

持
す
る
こ
と
が
精
一
杯
で
、
地
域
活
性
化
の
た
め
、
商
店
街

組
合
や
商
工
会
な
ど
へ
の
協
力
が
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
で
あ

る
。
地
域
の
中
小
企
業
を
応
援
す
る
た
め
、
企
業
、
市
民
や

行
政
が
役
割
を
再
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。
産
官
学
民
の
連

携
な
ど
、
市
民
生
活
の
向
上
に
つ
な
が
る
基
本
事
項
を
定
め

る
中
小
企
業
振
興
条
例
の
制
定
へ
の
考
え
は
ど
う
か
。
　
　

答
（
市
側
）
　
条
例
制
定
へ
の
取
り
組
み
は
、
令
和
元
年
度
よ

り
商
工
会
、
商
店
街
、
市
で
構
成
す
る
条
例
検
討
準
備
会
を

立
ち
上
げ
、
議
論
を
重
ね
て
い
る
。
実
態
把
握
の
た
め
事
業

者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
が
、
回
答
率
が
低
く
、

商
工
会
に
は
、
事
業
者
自
ら
が
主
体
と
な
り
作
り
上
げ
て
い

く
条
例
と
な
る
よ
う
に
、
け
ん
引
し
て
ほ
し
い
。
令
和
２
年

６
月
に
は
、
事
業
者
だ
け
で
な
く
、
市
民
も
参
加
で
き
る
座

談
会
の
開
催
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
る
。
制
定
時
期
あ
り

き
で
は
な
く
、
検
討
プ
ロ
セ
ス
を
丁
寧
に
取
り
組
み
た
い
。

　

中小企業振興条例の
制定は
平成市民クラブ
中小路　貴司

問
（
議
員
）
　
自
治
体
が
情
報
発
信
を
す
る
手
段
と
し
て
、
ツ

イ
ッ
タ
ー
等
で
は
一
方
的
な
情
報
発
信
に
な
る
が
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
は
、
住
民
の
欲
し
い
情
報
に
合
わ
せ
た
配
信
が
行
え
る
こ

と
か
ら
、
非
常
に
優
れ
て
い
る
。
若
い
世
代
を
中
心
に
Ｓ
Ｎ

Ｓ
が
活
発
に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
の
状
況
を
、
う
ま
く
活
用

す
べ
き
で
あ
る
。
本
市
に
お
い
て
も
、
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
導

入
の
み
な
ら
ず
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
株
式
会
社
と
の
関
係
性
を
生
か

し
て
積
極
的
に
広
報
な
ど
に
活
用
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え

る
が
ど
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
本
市
で
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
株
式
会
社
と
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
育
や
明
智
光
秀
Ａ
Ｉ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
分

野
で
そ
の
特
性
を
生
か
し
た
先
進
的
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
進
め

て
い
る
。
将
来
的
に
は
、
本
市
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
株
式
会
社
が
こ

れ
ま
で
行
っ
て
き
た
共
同
作
業
の
経
験
を
生
か
し
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
の
み
な
ら
ず
、
市
外
へ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

効
果
に
つ
な
が
る
積
極
的
な
活
用
を
検
討
し
て
い
く
。
　
　

　

ＬＩＮＥを活用した
情報発信を
輝（かがやき）
冨田　達也

問
（
議
員
）
　
市
民
や
来
訪
者
な
ど
、
一
人
で
も
多
く
の
人
に

地
下
水
の
保
全
や
水
道
事
業
に
関
心
を
持
っ
て
も
え
る
よ
う

に
、
市
内
に
は
、
地
下
水
１
０
０
％
の
水
道
水
供
給
施
設
が

３
カ
所
あ
る
。
そ
の
中
で
も
、
第
２
・
第
３
番
目
の
地
下
水

１
０
０
％
の
水
道
水
供
給
施
設
は
、
給
水
50
周
年
記
念
事
業

を
機
に
整
備
さ
れ
た
。
２
年
後
の
令
和
４
年
10
月
に
は
、
市

制
施
行
50
周
年
を
迎
え
る
。
そ
の
記
念
事
業
と
し
て
第
４
番

目
の
地
下
水
１
０
０
％
の
水
道
水
供
給
施
設
の
整
備
を
し
て

は
ど
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
勝
竜
寺
城
公
園
の
ガ
ラ
シ
ャ
お
も
か
げ
の
水
を

は
じ
め
、
市
内
３
カ
所
に
設
置
し
た
地
下
水
１
０
０
％
の
水

道
水
供
給
施
設
は
、
市
民
に
大
変
好
評
で
あ
る
。
今
後
も
よ

り
多
く
の
市
民
に
利
用
さ
れ
、
本
市
の
水
の
恵
み
を
感
じ
て

い
た
だ
き
た
い
。
４
カ
所
目
の
地
下
水
１
０
０
％
の
水
道
水

供
給
施
設
の
開
設
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
設
置
箇
所
な
ど
、

市
制
施
行
50
周
年
に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
　
　
　

　

新たな地下水供給施設
の整備を
平成自由クラブ
冨岡　浩史

問
（
議
員
）
　
家
族
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
は
、
国
の
要

綱
改
正
に
よ
り
、
適
用
要
件
が
住
宅
改
修
な
ど
を
除
く
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
を
過
去
１
年
間
で
10
日
以
内
の
利
用
者
を
在

宅
で
介
護
す
る
方
に
限
定
さ
れ
、
利
用
し
に
く
い
事
業
と
な

っ
た
。
６
月
議
会
で
介
護
者
が
よ
り
利
用
し
や
す
い
よ
う
検

討
す
る
と
聞
い
た
が
、
そ
の
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答
（
市
側
）
　
介
護
者
の
支
援
や
負
担
の
軽
減
は
、
非
常
に
重

要
で
あ
る
た
め
、
事
業
の
見
直
し
を
行
っ
た
。
１
点
目
は
、

家
族
介
護
者
向
け
の
交
流
会
な
ど
を
開
催
す
る
こ
と
。
２
点

目
は
、
家
族
介
護
者
団
体
の
活
動
費
に
対
す
る
補
助
を
す
る

こ
と
。
３
点
目
は
、
介
護
者
の
レ
ス
パ
イ
ト
・
ケ
ア
に
係
る

経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
以

外
で
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
方
に
対
し
て
、

３
万
６
千
円
を
上
限
に
助
成
す
る
こ
と
と
し
た
。
要
件
に
つ

い
て
は
、
国
が
示
す
介
護
者
に
限
定
せ
ず
、
要
介
護
３
か
ら

５
の
方
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
方
と
す
る
。
　
　
　
　
　

　

家族介護者リフレッシュ
事業の新たな内容は
平成西山クラブ
白石　多津子 ■使いやすい公式ＬＩＮＥを■商店街の店舗■ガラシャおもかげの水■家族介護者のリフレッシュを

■障がい者入所施設のイメージ■野洲市のパンフレット

第 2 期長岡京市子ども・子育て支援事業計画について
／学習指導要領の改訂を踏まえた学校教育について

その他の
一般質問 道の駅的施設の今後についてその他の

一般質問

介護職確保への支援について／神足保育所の民間移管に
ついて／小畑川右岸神足橋から大門橋間の通路の防犯灯
設置について／新型コロナウイルスへの対応について

その他の
一般質問

気候危機と環境基本計画について／第 4 次総
合計画第 2期基本計画について

その他の
一般質問

問
（
議
員
）
　
本
市
で
は
、
外
出
困
難
な
心
身
障
が
い
者
に
対

し
、
タ
ク
シ
ー
料
金
の
一
部
を
助
成
す
る
愛
の
タ
ク
シ
ー
事

業
を
行
っ
て
お
り
、
年
間
助
成
額
は
１
万
８
０
０
円
で
あ
る
。

障
が
い
の
あ
る
方
、
保
護
者
と
も
に
高
齢
と
な
っ
て
き
て
お

り
、
自
家
用
車
で
の
通
院
か
ら
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た

通
院
へ
と
変
化
し
て
い
る
。
現
在
の
助
成
額
で
は
、
高
齢
化

に
お
け
る
生
活
の
実
態
と
乖
離
し
て
い
る
が
ど
う
か
。
　
　

答
（
市
側
）
　
愛
の
タ
ク
シ
ー
事
業
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
の

外
出
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
社
会
参
加
を
促
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
、
通
院
に
か
か
る
交
通
費
な
ど
、
生
活
基

盤
を
支
え
る
社
会
保
障
と
し
て
の
助
成
で
は
な
い
。
助
成
額

の
増
額
は
、
近
隣
自
治
体
の
助
成
額
や
対
象
者
の
選
定
基
準

な
ど
も
考
慮
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、
障
が
い
の

あ
る
方
が
身
近
な
医
療
機
関
を
安
心
し
て
受
診
で
き
る
よ
う
、

条
例
の
理
念
に
沿
っ
て
医
療
機
関
の
合
理
的
配
慮
の
提
供
に

つ
い
て
、
さ
ら
な
る
周
知
啓
発
を
し
て
い
き
た
い
。
　
　
　

　

愛のタクシーチケット
の増額を
日本共産党
二階堂　恵子 ■愛のタクシーチケットの増額を

住民が安心できる、避難所の充実について／
放課後児童クラブの過密化について

その他の
一般質問

学びの安心に関してその他の
一般質問

「新型コロナウイルス感染症対策
特別委員会」を設置

特別委員会委員名簿

　令和２年３月２４日の本会議において、“新
型コロナウイルス感染症対策について”を目
的とする新型コロナウイルス感染症対策特別
委員会が設置されました。
　長岡京市新型コロナウイルス感染症対策本
部からの情報をもとに、市議会としての対応
を議論します。
　４月３０日に開催され、国の緊急事態宣言
を受けた市の対応等について確認しました。

委 員 長　八木　　浩
副委員長　福島　和人
委　　員　冨田　達也　　宮小路康文
　　　　　住田　初恵　　小原　明大
　　　　　三木　常照　　上村　真造
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問
（
議
員
）
　
現
在
、
乙
訓
圏
域
に
は
、
障
が
い
者
の
入
所
施

設
は
１
か
所
し
か
な
く
、
遠
方
の
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
る

方
も
い
る
。
国
は
、
施
設
か
ら
在
宅
へ
の
移
行
を
進
め
て
い

る
が
、
常
に
介
護
が
必
要
な
人
を
介
護
で
き
る
ヘ
ル
パ
ー
が

不
足
し
、
本
人
も
家
族
も
高
齢
化
が
進
む
中
、
身
体
・
知
的

障
が
い
者
の
入
所
施
設
を
近
く
に
作
っ
て
ほ
し
い
と
の
声
を

聞
く
。
市
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
応
え
て
い
く
の
か
。
　
　

答
（
市
側
）
　
国
に
お
い
て
は
、
障
が
い
者
自
立
支
援
の
観
点

か
ら
、
入
所
施
設
か
ら
地
域
生
活
へ
の
移
行
を
進
め
て
い
る
。

本
市
で
も
、
共
生
型
福
祉
施
設
構
想
・
基
本
計
画
に
お
い
て

想
定
さ
れ
る
施
設
と
し
て
、
重
度
の
心
身
障
が
い
の
方
に
も

対
応
で
き
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
を
掲
げ
て
お
り
、
京
都

府
と
連
携
し
な
が
ら
構
想
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

る
。
障
が
い
の
あ
る
方
の
希
望
す
る
地
域
生
活
の
実
現
や
、

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
提
供
体
制
の
充
実
に
向
け
て

引
き
続
き
努
め
て
い
き
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

障がい者入所施設増設
への考えは
日本共産党
住田　初恵

問
（
議
員
）
　
滋
賀
県
野
洲
市
で
は
、
く
ら
し
支
え
あ
い
条
例

を
制
定
し
、
市
は
、
そ
の
組
織
及
び
機
能
の
全
て
を
上
げ
て

生
活
困
窮
者
等
の
発
見
に
努
め
、
そ
の
生
活
上
の
諸
課
題
の

解
決
を
図
り
、
生
活
の
安
定
確
保
を
図
る
と
規
定
さ
れ
て
い

る
。
本
市
で
も
、
野
洲
市
の
条
例
の
よ
う
な
、
生
活
困
窮
者

を
支
え
る
明
確
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
仕
組
み
を
打
ち
出
し
、
発

信
し
て
ほ
し
い
と
思
う
が
ど
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
生
活
困
窮
者
を
支
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、

そ
こ
か
ら
抜
け
出
す
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
こ
と
が
行
政

の
重
要
な
役
割
で
あ
る
。
生
活
困
窮
の
状
況
や
原
因
は
、
非

常
に
複
雑
、
多
様
な
た
め
、
個
々
に
応
じ
た
き
め
細
か
い
対

応
と
、
そ
う
し
た
状
況
の
拾
い
上
げ
が
大
切
で
あ
り
、
専
門

的
支
援
の
強
化
、
相
談
支
援
体
制
の
拡
充
等
を
し
て
い
る
。

周
知
は
こ
れ
ま
で
も
し
て
き
た
が
、
メ
ー
ル
等
の
電
子
ツ
ー

ル
を
活
用
し
た
相
談
受
付
を
導
入
す
る
な
ど
、
市
民
に
身
近

で
利
用
し
や
す
く
な
る
た
め
の
啓
発
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

生活困窮者を支える
仕組みの発信を
日本共産党
小原　明大

問
（
議
員
）
　
市
内
の
中
小
企
業
は
自
ら
の
経
営
を
何
と
か
維

持
す
る
こ
と
が
精
一
杯
で
、
地
域
活
性
化
の
た
め
、
商
店
街

組
合
や
商
工
会
な
ど
へ
の
協
力
が
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
で
あ

る
。
地
域
の
中
小
企
業
を
応
援
す
る
た
め
、
企
業
、
市
民
や

行
政
が
役
割
を
再
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。
産
官
学
民
の
連

携
な
ど
、
市
民
生
活
の
向
上
に
つ
な
が
る
基
本
事
項
を
定
め

る
中
小
企
業
振
興
条
例
の
制
定
へ
の
考
え
は
ど
う
か
。
　
　

答
（
市
側
）
　
条
例
制
定
へ
の
取
り
組
み
は
、
令
和
元
年
度
よ

り
商
工
会
、
商
店
街
、
市
で
構
成
す
る
条
例
検
討
準
備
会
を

立
ち
上
げ
、
議
論
を
重
ね
て
い
る
。
実
態
把
握
の
た
め
事
業

者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
が
、
回
答
率
が
低
く
、

商
工
会
に
は
、
事
業
者
自
ら
が
主
体
と
な
り
作
り
上
げ
て
い

く
条
例
と
な
る
よ
う
に
、
け
ん
引
し
て
ほ
し
い
。
令
和
２
年

６
月
に
は
、
事
業
者
だ
け
で
な
く
、
市
民
も
参
加
で
き
る
座

談
会
の
開
催
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
る
。
制
定
時
期
あ
り

き
で
は
な
く
、
検
討
プ
ロ
セ
ス
を
丁
寧
に
取
り
組
み
た
い
。

　

中小企業振興条例の
制定は
平成市民クラブ
中小路　貴司

問
（
議
員
）
　
自
治
体
が
情
報
発
信
を
す
る
手
段
と
し
て
、
ツ

イ
ッ
タ
ー
等
で
は
一
方
的
な
情
報
発
信
に
な
る
が
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
は
、
住
民
の
欲
し
い
情
報
に
合
わ
せ
た
配
信
が
行
え
る
こ

と
か
ら
、
非
常
に
優
れ
て
い
る
。
若
い
世
代
を
中
心
に
Ｓ
Ｎ

Ｓ
が
活
発
に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
の
状
況
を
、
う
ま
く
活
用

す
べ
き
で
あ
る
。
本
市
に
お
い
て
も
、
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
導

入
の
み
な
ら
ず
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
株
式
会
社
と
の
関
係
性
を
生
か

し
て
積
極
的
に
広
報
な
ど
に
活
用
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え

る
が
ど
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
本
市
で
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
株
式
会
社
と
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
育
や
明
智
光
秀
Ａ
Ｉ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
分

野
で
そ
の
特
性
を
生
か
し
た
先
進
的
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
進
め

て
い
る
。
将
来
的
に
は
、
本
市
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
株
式
会
社
が
こ

れ
ま
で
行
っ
て
き
た
共
同
作
業
の
経
験
を
生
か
し
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
の
み
な
ら
ず
、
市
外
へ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

効
果
に
つ
な
が
る
積
極
的
な
活
用
を
検
討
し
て
い
く
。
　
　

　

ＬＩＮＥを活用した
情報発信を
輝（かがやき）
冨田　達也

問
（
議
員
）
　
市
民
や
来
訪
者
な
ど
、
一
人
で
も
多
く
の
人
に

地
下
水
の
保
全
や
水
道
事
業
に
関
心
を
持
っ
て
も
え
る
よ
う

に
、
市
内
に
は
、
地
下
水
１
０
０
％
の
水
道
水
供
給
施
設
が

３
カ
所
あ
る
。
そ
の
中
で
も
、
第
２
・
第
３
番
目
の
地
下
水

１
０
０
％
の
水
道
水
供
給
施
設
は
、
給
水
50
周
年
記
念
事
業

を
機
に
整
備
さ
れ
た
。
２
年
後
の
令
和
４
年
10
月
に
は
、
市

制
施
行
50
周
年
を
迎
え
る
。
そ
の
記
念
事
業
と
し
て
第
４
番

目
の
地
下
水
１
０
０
％
の
水
道
水
供
給
施
設
の
整
備
を
し
て

は
ど
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
勝
竜
寺
城
公
園
の
ガ
ラ
シ
ャ
お
も
か
げ
の
水
を

は
じ
め
、
市
内
３
カ
所
に
設
置
し
た
地
下
水
１
０
０
％
の
水

道
水
供
給
施
設
は
、
市
民
に
大
変
好
評
で
あ
る
。
今
後
も
よ

り
多
く
の
市
民
に
利
用
さ
れ
、
本
市
の
水
の
恵
み
を
感
じ
て

い
た
だ
き
た
い
。
４
カ
所
目
の
地
下
水
１
０
０
％
の
水
道
水

供
給
施
設
の
開
設
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
設
置
箇
所
な
ど
、

市
制
施
行
50
周
年
に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
　
　
　

　

新たな地下水供給施設
の整備を
平成自由クラブ
冨岡　浩史

問
（
議
員
）
　
家
族
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
は
、
国
の
要

綱
改
正
に
よ
り
、
適
用
要
件
が
住
宅
改
修
な
ど
を
除
く
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
を
過
去
１
年
間
で
10
日
以
内
の
利
用
者
を
在

宅
で
介
護
す
る
方
に
限
定
さ
れ
、
利
用
し
に
く
い
事
業
と
な

っ
た
。
６
月
議
会
で
介
護
者
が
よ
り
利
用
し
や
す
い
よ
う
検

討
す
る
と
聞
い
た
が
、
そ
の
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答
（
市
側
）
　
介
護
者
の
支
援
や
負
担
の
軽
減
は
、
非
常
に
重

要
で
あ
る
た
め
、
事
業
の
見
直
し
を
行
っ
た
。
１
点
目
は
、

家
族
介
護
者
向
け
の
交
流
会
な
ど
を
開
催
す
る
こ
と
。
２
点

目
は
、
家
族
介
護
者
団
体
の
活
動
費
に
対
す
る
補
助
を
す
る

こ
と
。
３
点
目
は
、
介
護
者
の
レ
ス
パ
イ
ト
・
ケ
ア
に
係
る

経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
以

外
で
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
方
に
対
し
て
、

３
万
６
千
円
を
上
限
に
助
成
す
る
こ
と
と
し
た
。
要
件
に
つ

い
て
は
、
国
が
示
す
介
護
者
に
限
定
せ
ず
、
要
介
護
３
か
ら

５
の
方
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
方
と
す
る
。
　
　
　
　
　

　

家族介護者リフレッシュ
事業の新たな内容は
平成西山クラブ
白石　多津子 ■使いやすい公式ＬＩＮＥを■商店街の店舗■ガラシャおもかげの水■家族介護者のリフレッシュを

■障がい者入所施設のイメージ■野洲市のパンフレット

第 2 期長岡京市子ども・子育て支援事業計画について
／学習指導要領の改訂を踏まえた学校教育について

その他の
一般質問 道の駅的施設の今後についてその他の

一般質問

介護職確保への支援について／神足保育所の民間移管に
ついて／小畑川右岸神足橋から大門橋間の通路の防犯灯
設置について／新型コロナウイルスへの対応について

その他の
一般質問

気候危機と環境基本計画について／第 4 次総
合計画第 2期基本計画について

その他の
一般質問

問
（
議
員
）
　
本
市
で
は
、
外
出
困
難
な
心
身
障
が
い
者
に
対

し
、
タ
ク
シ
ー
料
金
の
一
部
を
助
成
す
る
愛
の
タ
ク
シ
ー
事

業
を
行
っ
て
お
り
、
年
間
助
成
額
は
１
万
８
０
０
円
で
あ
る
。

障
が
い
の
あ
る
方
、
保
護
者
と
も
に
高
齢
と
な
っ
て
き
て
お

り
、
自
家
用
車
で
の
通
院
か
ら
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た

通
院
へ
と
変
化
し
て
い
る
。
現
在
の
助
成
額
で
は
、
高
齢
化

に
お
け
る
生
活
の
実
態
と
乖
離
し
て
い
る
が
ど
う
か
。
　
　

答
（
市
側
）
　
愛
の
タ
ク
シ
ー
事
業
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
の

外
出
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
社
会
参
加
を
促
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
、
通
院
に
か
か
る
交
通
費
な
ど
、
生
活
基

盤
を
支
え
る
社
会
保
障
と
し
て
の
助
成
で
は
な
い
。
助
成
額

の
増
額
は
、
近
隣
自
治
体
の
助
成
額
や
対
象
者
の
選
定
基
準

な
ど
も
考
慮
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、
障
が
い
の

あ
る
方
が
身
近
な
医
療
機
関
を
安
心
し
て
受
診
で
き
る
よ
う
、

条
例
の
理
念
に
沿
っ
て
医
療
機
関
の
合
理
的
配
慮
の
提
供
に

つ
い
て
、
さ
ら
な
る
周
知
啓
発
を
し
て
い
き
た
い
。
　
　
　

　

愛のタクシーチケット
の増額を
日本共産党
二階堂　恵子 ■愛のタクシーチケットの増額を

住民が安心できる、避難所の充実について／
放課後児童クラブの過密化について

その他の
一般質問

学びの安心に関してその他の
一般質問

「新型コロナウイルス感染症対策
特別委員会」を設置

特別委員会委員名簿

　令和２年３月２４日の本会議において、“新
型コロナウイルス感染症対策について”を目
的とする新型コロナウイルス感染症対策特別
委員会が設置されました。
　長岡京市新型コロナウイルス感染症対策本
部からの情報をもとに、市議会としての対応
を議論します。
　４月３０日に開催され、国の緊急事態宣言
を受けた市の対応等について確認しました。

委 員 長　八木　　浩
副委員長　福島　和人
委　　員　冨田　達也　　宮小路康文
　　　　　住田　初恵　　小原　明大
　　　　　三木　常照　　上村　真造


